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点
を
配
慮
さ
れ
た
い
。

拭
　
地
方
庁
舎
跡
地
に
つ
い
て
は
、

　
今
後
の
川
越
駅
西
口
周
辺
整
備

　
を
は
じ
め
と
す
る
川
越
市
の
ま

　
ち
づ
く
り
に
か
か
わ
る
諸
事
業

　
に
貢
献
で
き
る
よ
う
、
県
と
十

　
分
に
協
議
す
る
こ
と
。

　
本
事
件
は
、
市
が
全
額
出
資
す

る
蹟
川
越
市
青
少
年
健
全
育
成
協

会
で
昨
年
五
月
に
発
覚
し
た
も
の

で
あ
る
が
、
市
の
職
員
が
市
役
所

の
中
で
、
長
期
間
に
わ
た
り
引
き

起
こ
し
た
多
額
の
業
務
上
横
領
事

件
で
あ
り
、
市
行
政
に
対
す
る
市

民
の
信
頼
を
損
ね
る
こ
と
に
な
っ

た
こ
と
は
誠
に
遺
憾
で
あ
る
。

　
管
理
監
督
責
任
を
含
め
た
責
任

の
所
在
は
、
市
民
に
わ
か
り
や
す

く
厳
正
に
、
し
か
も
速
や
か
に
明

ら
か
に
す
べ
き
で
あ
る
。

①
　
事
件
発
覚
後
も
事
件
の
対
応

　
は
専
ら
協
会
主
導
で
行
わ
れ
、

　
市
の
主
体
的
な
対
応
が
図
ら
れ

　
な
か
っ
た
こ
と
が
事
件
の
解
決

　
を
長
引
か
せ
た
原
因
に
な
っ
た

　
も
の
で
、
初
動
対
応
の
遅
れ
を

　
招
い
た
協
会
関
係
者
並
び
に
市

　
の
関
係
者
の
管
理
責
任
は
問
わ

　
れ
る
べ
き
も
の
と
考
え
る
。

②
　
市
の
庁
議
や
部
長
会
議
等
へ

　
の
報
告
が
速
や
か
に
な
さ
れ
ず
、

　
市
と
し
て
の
組
織
的
な
対
応
が

　
遅
れ
、
年
次
有
給
休
暇
の
行
使

　
や
賞
与
の
差
し
止
め
な
ど
の
対

　
応
が
見
過
ご
さ
れ
た
こ
と
は
、

　
善
良
に
働
く
一
般
職
員
と
の
不

　
公
平
感
を
招
く
と
と
も
に
、
多

　
く
の
市
民
に
行
政
不
信
を
抱
か

　
せ
た
こ
と
に
つ
な
が
っ
た
も
の

　
で
、
そ
の
責
任
は
重
い
。

③
　
事
件
発
覚
後
も
市
の
組
織
に

　
お
い
て
、
関
係
部
署
間
の
連
絡

　
や
連
携
は
ほ
と
ん
ど
取
ら
れ
ず
、

　
本
事
件
に
対
す
る
庁
内
の
危
機

　
管
理
が
機
能
し
な
か
っ
た
こ
と

　
は
誠
に
遺
憾
で
あ
り
、
市
の
職

　
員
が
引
き
起
こ
し
た
重
大
事
件

　
の
対
応
に
迅
速
か
つ
適
切
な
対

　
応
が
は
か
ら
れ
た
と
は
言
え
ず
、

　
関
係
者
の
責
任
は
問
わ
れ
る
べ

　
き
も
の
と
考
え
る
。

④
　
六
月
二
十
七
日
に
税
理
士
か

　
ら
の
調
査
報
告
書
が
あ
っ
た
が
、

　
協
会
の
理
事
会
へ
の
報
告
も
な

　
く
、
九
月
議
会
の
一
般
質
問
に

　
対
す
る
市
長
答
弁
ま
で
議
会
へ

　
の
情
報
提
供
も
な
く
、
使
途
不

　
明
金
四
千
八
百
十
六
万
千
四
百

　
二
十
三
円
の
存
在
は
公
表
さ
れ

　
な
か
っ
た
。
こ
の
こ
と
が
事
件

　
に
対
す
る
多
く
の
疑
惑
を
生
み

　
問
題
を
大
き
く
し
た
。
そ
の
管

　
理
責
任
は
重
い
。

⑤
　
本
事
件
に
関
し
協
会
が
受
け

　
た
被
害
金
額
は
、
司
直
に
よ
り

　
今
な
お
審
理
の
途
中
で
あ
り
、

　
本
年
二
月
二
日
現
在
に
お
い
て

　
詳
細
は
明
ら
か
に
な
っ
て
い
な

　
い
。
こ
れ
ま
で
の
調
査
に
よ
る

　
協
会
の
被
害
金
額
は
、
使
途
不

　
明
金
四
千
八
百
十
六
万
千
四
百

　
二
十
三
円
、
社
会
保
険
料
延
滞

　
金
三
百
三
十
四
万
六
千
九
百
円

　
の
合
計
五
千
百
五
十
万
八
千
三

　
百
二
十
三
円
と
な
っ
て
い
る
が
、

　
現
時
点
で
警
察
に
お
い
て
立
件

　
さ
れ
た
横
領
金
額
は
約
二
千
百

　
四
十
七
万
円
で
使
途
不
明
の
金

　
額
と
は
相
当
の
開
き
が
あ
る
。

　
　
し
か
し
な
が
ら
、
専
門
家
の

　
調
査
報
告
書
に
よ
れ
ば
、
協
会

　
の
財
産
で
あ
る
公
金
約
五
千
百

　
万
円
が
失
わ
れ
た
こ
と
は
事
実

　
で
あ
り
、
被
害
金
額
の
回
収
に

　
は
市
民
に
そ
の
負
担
を
求
め
る

　
こ
と
な
く
、
元
市
職
員
に
対
す

　
る
損
害
賠
償
請
求
を
は
じ
め
速

　
や
か
に
全
力
で
あ
た
ら
れ
た
い
。

⑥
　
被
害
の
回
復
に
あ
た
っ
て
は

　
市
民
へ
の
説
明
責
任
を
果
た
し
、

　
市
民
の
納
得
が
得
ら
れ
や
す
い

　
形
で
速
や
か
な
対
応
が
望
ま
れ

　
る
。

問
　
川
越
の
顔
で
あ
る
蔵
づ
く
り

　
の
町
並
み
を
保
存
す
る
に
は
、

　
「
ま
ち
づ
く
り
会
社
」
等
の
受

　
皿
の
設
置
・
整
備
を
急
ぐ
べ
き

　
で
は
な
い
か
。

答
　
現
在
旧
市
街
地
に
お
い
て
相

　
続
等
の
理
由
に
よ
り
、
自
宅
を

　
手
放
さ
ざ
る
を
得
な
い
と
い
う

　
市
民
の
方
が
出
て
き
て
い
る
。

　
　
こ
れ
は
、
各
々
の
家
庭
の
問

　
題
に
と
ど
ま
ら
ず
、
川
越
市
と

　
し
て
も
景
観
保
全
の
面
か
ら
影

　
響
の
大
き
い
も
の
と
認
識
し
て

　
い
る
。

　
　
そ
こ
で
本
市
と
し
て
は
、
行

　
政
の
み
な
ら
ず
、
広
く
民
間
の

　
理
解
と
協
力
が
必
要
で
あ
る
と

　
思
わ
れ
る
の
で
、
「
ま
ち
づ
く

　
り
会
社
」
の
立
ち
上
げ
に
つ
い

　
て
は
、
市
の
景
観
保
全
の
た
め

　
に
最
大
限
の
努
力
を
し
て
い
き

　
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問
　
特
殊
勤
務
手
当
の
支
給
や
駅

　
前
市
有
地
の
放
置
、
職
員
駐
車

　
場
に
市
有
地
を
使
わ
ず
民
有
地

　
を
借
用
な
ど
、
行
革
の
取
り
組

　
み
が
不
充
分
で
は
な
い
か
。

答
　
特
殊
勤
務
手
当
は
条
例
に
よ

　
り
、
危
険
、
不
快
、
不
健
康
や

　
特
殊
な
勤
務
に
つ
い
た
職
員
に

　
支
給
し
て
い
る
が
、
手
当
の
中

　
に
は
見
直
し
を
し
て
い
く
必
要

　
が
あ
る
も
の
も
あ
り
、
他
市
の

　
動
向
も
参
考
に
し
な
が
ら
見
直

　
し
を
進
め
て
い
る
。

　
　
土
地
の
有
効
活
用
は
経
営
戦

　
略
会
議
の
中
で
も
一
つ
の
柱
と

　
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
。
未
利

　
用
、
未
活
用
地
は
処
分
も
含
め

　
て
積
極
的
に
有
効
活
用
を
図
っ

　
て
い
く
。

　
　
市
職
員
用
駐
車
場
は
、
契
約

　
更
新
時
に
市
有
地
活
用
も
検
討

　
し
た
が
、
既
に
別
の
使
用
目
的

　
で
検
討
中
で
あ
っ
た
た
め
、
民

一
般
質
問

市
職
員
の
公
金
横
領
事
件
の

解
明
等
に
関
す
る
調
査
特
別
委
員
会

　
今
定
例
会
で
は
、
二
十
名
の
議
員
よ
り
一
般
質
問
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
紙

面
の
都
合
上
、
質
問
及
び
答
弁
の
一
部
要
約
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
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有
地
で
の
貸
借
契
約
を
行
っ
た

　
も
の
で
あ
る
。

問
　
滞
納
市
税
の
時
効
に
よ
る
不

　
納
欠
損
処
理
が
多
す
ぎ
る
。
平

　
成
十
七
年
度
の
不
納
欠
損
処
理

　
と
し
た
法
人
に
川
越
市
の
指
名

　
業
者
は
な
い
と
思
う
が
ど
う
か
。

答
　
平
成
十
七
年
度
に
不
納
欠
損

　
処
理
を
し
た
法
人
の
う
ち
百
万

　
円
以
上
の
滞
納
市
税
を
処
理
し

　
た
法
人
は
二
十
四
社
あ
り
、
う

　
ち
二
社
が
川
越
市
の
指
名
業
者

　
と
な
っ
て
い
る
。

　
　
こ
の
二
社
に
つ
い
て
は
、
事

　
業
不
振
に
よ
り
徴
収
不
納
と
な

　
っ
た
も
の
が
時
効
を
迎
え
た
た

　
め
、
不
納
欠
損
処
理
を
行
っ
た

　
も
の
で
、
業
者
登
録
を
行
え
た

　
理
由
は
、
業
者
登
録
に
際
し
、

　
事
業
活
動
の
中
で
発
生
し
た
所

　
得
に
対
し
て
納
付
す
べ
き
税
で

　
あ
る
法
人
税
と
消
費
税
及
び
地

　
方
消
費
税
、
法
人
市
民
税
の
納

　
税
証
明
書
の
提
出
を
求
め
て
お

　
り
、
県
内
他
市
と
同
様
に
、
全

　
て
の
市
税
の
納
税
証
明
書
を
求

　
め
て
は
い
な
い
こ
と
に
よ
る
。

問
　
関
越
道
周
辺
の
課
題
と
し
て
、

　
側
溝
整
備
や
新
た
に
開
発
さ
れ

　
た
住
宅
地
前
へ
の
防
音
壁
設
置

　
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
側
溝
整

　
備
へ
の
見
解
を
聞
き
た
い
。

答
　
南
大
塚
及
び
今
福
地
内
の
側

　
溝
は
関
越
道
開
通
よ
り
三
十
五

　
年
が
経
過
し
た
上
、
交
通
量
の

　
増
大
等
に
伴
い
、
破
損
・
老
朽

　
化
等
の
影
響
が
出
て
い
る
。
さ

　
ら
に
、
当
地
内
側
道
は
国
県
道

　
の
抜
け
道
で
も
あ
り
、
交
互
交

　
通
が
困
難
な
場
所
や
側
道
部
に

　
接
し
た
住
宅
が
多
く
建
築
さ
れ

　
て
い
る
場
所
が
あ
る
こ
と
か
ら

　
道
路
拡
幅
は
困
難
な
状
況
で
あ

　
り
、
既
存
の
道
路
幅
員
の
中
で

　
側
溝
整
備
等
を
実
施
す
る
こ
と

　
で
安
全
な
通
行
を
確
保
し
た
い

　
と
考
え
る
が
、
水
路
や
雨
水
排

　
水
構
造
物
は
、
構
造
や
勾
配
等

　
の
問
題
が
生
じ
る
こ
と
か
ら
、

　
今
後
、
関
係
課
で
協
議
し
、
下

　
流
か
ら
順
次
整
備
し
た
い
。

問
　
的
場
駅
の
北
口
開
設
を
含
む

　
駅
舎
改
善
と
、
異
常
気
象
や
強

　
風
問
題
を
鑑
み
た
入
間
川
鉄
橋

　
の
安
全
構
造
策
を
Ｊ
Ｒ
に
要
望

　
す
べ
き
だ
が
、
市
の
考
え
は
。

答
　
的
場
駅
北
口
開
設
の
前
提
と

　
し
て
は
、
駅
前
広
場
等
を
整
備

　
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
、
今
後
、

　
関
係
者
等
の
意
向
を
聞
き
な
が

　
ら
、
整
備
手
法
を
検
討
し
て
い

　
く
つ
も
り
で
あ
る
。

　
　
な
お
、
駅
舎
の
バ
リ
ア
フ
リ

　
ー
化
に
つ
い
て
は
、
改
札
口
か

　
ら
構
内
踏
切
を
通
っ
て
ホ
ー
ム

　
に
上
が
る
ス
ロ
ー
プ
を
設
置
し
、

　
平
成
二
十
年
度
中
に
供
用
を
開

　
始
で
き
る
よ
う
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本

　
大
宮
支
社
と
協
議
を
進
め
て
い

　
る
。

　
　
ま
た
、
入
間
川
鉄
橋
に
関
し

　
て
は
、
荒
川
橋
梁
と
同
等
の
暴

　
風
対
策
等
を
行
う
よ
う
、
Ｊ
Ｒ

　
東
日
本
に
対
し
て
、
早
期
に
改

　
善
の
要
望
を
し
て
い
き
た
い
と

　
考
え
て
い
る
。

問
　
小
堤
地
内
で
進
行
中
の
廃
棄

　
物
の
山
の
撤
去
及
び
廃
自
動
車

　
が
置
か
れ
て
い
た
跡
地
の
宅
地

　
化
に
つ
い
て
環
境
部
は
ど
の
よ

　
う
な
指
導
を
し
て
来
た
の
か
。

答
　
平
成
十
五
年
に
埼
玉
県
西
部

　
環
境
管
理
事
務
所
よ
り
管
理
を

　
引
き
継
い
で
か
ら
、
継
続
し
て

　
土
地
所
有
者
に
対
し
て
撤
去
の

　
指
導
を
し
て
き
た
。

　
　
廃
棄
物
の
山
の
撤
去
に
つ
い

　
て
は
、
所
有
権
が
現
在
の
所
有

　
者
に
移
転
後
、
市
の
指
導
に
従

　
い
撤
去
作
業
を
進
め
て
い
る
。

　
　
こ
れ
ら
廃
棄
物
の
撤
去
が
進

　
捗
し
た
要
因
と
し
て
は
、
土
地

　
所
有
者
へ
の
粘
り
強
い
指
導
に

　
加
え
、
改
正
都
市
計
画
法
に
基

　
づ
く
条
例
制
定
に
よ
る
開
発
行

　
為
の
規
制
緩
和
や
廃
金
属
類
の

　
引
取
り
単
価
の
高
騰
な
ど
も
あ

　
げ
ら
れ
る
。

　
　
市
と
し
て
は
、
全
量
撤
去
に

　
向
け
、
今
後
も
適
正
処
理
を
指

　
導
し
て
い
く
。

問
　
南
古
谷
駅
北
側
周
辺
農
地
の

　
開
発
等
の
可
能
性
と
、
伊
佐
沼

　
東
側
地
区
の
駐
車
場
整
備
に
つ

　
い
て
、
市
の
考
え
を
伺
い
た
い
。

答
　
総
合
計
画
や
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

　
ン
で
は
、
南
古
谷
駅
を
中
心
に
、

　
市
街
地
の
形
成
や
、
川
越
市
東

　
部
の
新
し
い
生
活
拠
点
の
ま
ち

　
づ
く
り
を
図
る
と
し
て
い
る
が
、

　
南
古
谷
駅
北
側
地
区
は
、
市
街

　
化
編
入
を
前
提
と
し
て
、
面
整

　
備
に
よ
る
基
盤
整
備
が
必
要
と

　
思
わ
れ
る
。

　
　
伊
佐
沼
東
側
駐
車
場
に
つ
い

　
て
は
、
お
越
し
い
た
だ
い
た
方

　
な
ど
か
ら
、
駐
車
場
が
な
い
の

　
で
整
備
し
て
ほ
し
い
旨
要
望
を

　
い
た
だ
い
て
い
る
。
市
と
し
て

　
は
、
平
成
十
九
年
度
に
伊
佐
沼

　
東
側
に
つ
い
て
、
地
権
者
と
協

　
議
を
行
い
な
が
ら
、
暫
定
的
で

　
は
あ
る
が
臨
時
駐
車
場
の
整
備

　
を
行
い
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問
　
川
越
駅
西
口
周
辺
の
交
通
混

　
雑
を
解
消
す
る
為
、
市
有
地
を

　
利
用
し
た
送
迎
バ
ス
と
観
光
バ

　
ス
用
バ
ス
プ
ー
ル
の
設
置
が
急

　
務
と
考
え
る
が
、
市
の
考
え
は
。

答
　
川
越
駅
西
口
周
辺
の
交
通
混

　
雑
に
つ
い
て
は
、
何
ら
か
の
対

　
策
が
必
要
で
あ
る
と
認
識
し
て

　
い
る
。
特
に
駅
前
の
暫
定
自
由

　
広
場
を
う
ま
く
活
用
し
な
け
れ

　
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
お
り
、

　
経
営
戦
略
会
議
に
お
い
て
公
有

　
地
の
管
理
、
処
分
等
に
関
す
る

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
作
り

　
検
討
を
行
っ
て
き
た
。
ま
た
、

　
送
迎
バ
ス
や
空
港
へ
行
く
路
線

　
バ
ス
、
そ
の
他
一
般
に
貸
し
出

　
す
駐
車
場
と
し
て
五
十
数
台
分

　
の
割
り
振
り
に
つ
い
て
配
置
図

　
を
作
成
し
て
検
討
を
進
め
て
い

　
る
。
地
域
振
興
ふ
れ
あ
い
拠
点

　
施
設
と
の
関
係
も
あ
る
の
で
、

　
完
全
な
も
の
は
で
き
な
い
が
、

　
暫
定
利
用
で
早
期
に
解
決
で
き
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川
越
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